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■様々な担い手（町民・事業者・社会福祉協議会・行政）

が互いに協力して、地域の福祉課題を把握し、その解

決のために「自分たちにできること」「皆で協力して

できること」等、自助・互助・共助・公助の役割分担を

考えること 

■課題の解決に向けて、様々な担い手が協力しながら

実際に取り組むこと、これを「地域福祉」と言います。 

第１章 基本となる考え方と計画の概要 

１．地域福祉と地域福祉活動計画とは  

（１）地域福祉のイメージ 

地域福祉とは、子ども、高齢者、障がいがあっても、住み慣れた地域で自分らしく幸せに暮ら

したい、というすべての人の願いを実現するために重要となります。 

 

 

 

 

 

 

■地域福祉における担い手と役割のイメージ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

助け合い、支え合える地域 

【住民】 
・顔の見える関係をつくる 
・つながりをつくる 
・地域活動に参加する 

総合的な地域福祉活動の下支え・公的サービスの提供 

その他団体 医療機関  

行  政 社会福祉協議会 

NPO ボランティア 自治会 
民生委員・ 
児童委員 
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（２）「自助」「互助」「共助」「公助」で進める地域福祉 

地域には、高齢者、障がいのある方、子育てや介護で悩んでいる方など様々な人が生活し、多

くの悩みや課題を抱えています。このような多種多様な生活課題に対し、自分自身や家族、隣近

所の手助け、地域での支え合い、行政等が行う公的支援や福祉サービスで解決する仕組みづく

りを考える東みよし町地域福祉計画との整合性を図り住民、地域相互の連携による地域福祉を

地域住民が主役となって進めていく必要があります。 

 

自助：自分自身や家族で解決することを考え、対応すること 

互助：隣近所の手助けなど、身近な人間関係の中で助け合うこと 

共助：地域活動・ボランティアなどによって地域で支え合うこと 

公助：「自助」「互助」「共助」でも解決できない課題に対して、行政等が 

行う公的支援や福祉サービスで対応すること 

 

 

■自助・互助・共助・公助の役割イメージ 

 

 

 

自助（自分・家族） 互助（隣近所） 共助（地域） 公助（行政） 
    

個人や家族による 

助け合い・支え合い 

身近な人間関係の 

中での自発的な 

助け合い・支え合い 

地域で暮らす人・ 

活動団体・行政等の 

協働による、組織的な

助け合い・支え合い 

 

 

 

（３）地域福祉活動計画とは 

 少子高齢化や地域の過疎化・つながりの希薄化、生活の多様化などによって、ひきこもり、生活

困窮、介護や子育てなどといった公的なサービスの提供だけでは対応できない問題が増えてい

ます。 

 また、こうした困りごとは、福祉分野に限らず、医療、就労、教育などの生活全般に関する問題

が複合的に絡み合っている場合も多いため、地域、ボランティア、団体・事業所、行政が連携し、

包括的・総合的に支援していくことが必要です。 

 これまでにも、団塊の世代が 75 歳を超える「2025 問題」を見据え、日常生活圏域において、

医療・介護・予防・住まい・生活支援が一体的に提供される仕組みである「地域包括ケアシステム」

の構築が進められてきましたが、高齢者支援に特化した内容でした。現在、この「地域包括ケアシ

ステム」の拡大・深化版として、国では新たに「地域共生社会」の実現を目指しています。 

公的な制度として 

福祉サービスの 

提供による支え合い 

地域住民と行政の相互協力（協働）の領域 
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 これは、高齢者だけでなく、障がい者、子ども等への支援も地域の中で包括的に提供できるよ

うな支援体制を構築し、地域の中で支え合いながら、年齢や障がいの有無に関係なく、全ての人

が住み慣れた地域で安心して暮らせることを目指しています。 

 この「地域共生社会」の実現のために、具体的な取組を示したのが「地域福祉計画・地域福祉

活動計画」です。 

 この計画の中で、誰が、何を、どのように取り組んでいくのかを明確にし、東みよし町における

「地域共生社会」の実現に向けて地域福祉を推進していきます。 

 

 

 

 

２．第 3期東みよし町地域福祉活動計画の概要  

（１）計画の期間 

第 3期東みよし町地域福祉活動計画は令和 3年度から令和 7年度までの 5年間の活動計

画になり、最終年度には計画の評価・見直しを行います。なお、関連する他の計画との整合性や

今後の社会情勢の変化、国及び町の動向により必要に応じて見直しを行っていきます。 

 

■計画の期間 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

地域福祉 
活動計画 

 

 

      

 

 

 

（２）地域福祉計画と地域福祉活動計画の関係 

 

■『地域福祉計画』は社会福祉法第 107 条に基づき市町村が策定する行政計画であり、高

齢者、子ども、障がい者・障がい児等を対象とする福祉事業における分野別計画の上位計

画として位置づけるものです。 

 

■『地域福祉活動計画』は民間組織である社会福祉協議会が策定する活動計画です。策定

にあたっては市町村が策定した『地域福祉計画』の理念やビジョンを踏まえつつ、社会福祉

協議会が地域住民や関係機関と連携し、地域福祉を推進するための具体的な取り組みを

示します。  

第３期東みよし町地域福祉活動計画 第２期 第４期 
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（３）計画の位置づけ 

地域福祉計画は、社会福祉法の改正により他分野の福祉計画の「上位計画」として位置づけ

られました。福祉分野の各種個別計画をはじめ教育、就労など生活に関連する分野とも幅広く

連携し策定する必要があるため部局を横断した町全体での取り組みが求めれられます。 

地域福祉活動計画は地域福祉計画の理念やビジョンを踏まえて、地域住民や関係機関との

連携により地域福祉を推進するための具体的な取り組みを明記することが求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

東みよし町 

東
み
よ
し
町
総
合
計
画 

地域福祉計画 

別分野計画を横断的につなぎ、住民の生活支
援を目指す、各福祉分野を包括する上位計画 

東みよし町高齢者福祉計画・みよし広域連合

介護保険事業計画 

介護保険・高齢者福祉サービスをはじめ、 

高齢者福祉施策の方向性を定めた計画 

 

子育て支援サービスをはじめ、 

子育て支援施策の方向性を定めた計画 

障がい福祉サービスをはじめ、 

障がい福祉施策の方向性を定めた計画 

健康づくりに関する施策の方向性を定めた計画 

その他の関連計画 

支援 
徳島県 

地域福祉計画 

徳島県 

地域福祉 
活動計画 

 

地域福祉の推進を目的

に住民・地域の相互協

力のもと策定する民間

の活動・行動計画 

 

東みよし町 

社会福祉協議会 
連携 

地区 
地域福祉 
活動計画 

 

地域福祉計画の 

策定・改定 

ガイドライン 

国 

支援 
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第２章 東みよし町の概要 

１．東みよし町の状況 

（１）東みよし町の概要 

東みよし町は平成 18 年 3 月 1 日に三好町、三加茂町が合併して生まれた、自然豊かな魅力

あふれるまちになります。四国のほぼ中央に位置し、四国 4 県への交通の利便性にも恵まれ、町

の中央部には「吉野川ハイウエイオアシス」を備え、中四国圏域や近畿圏域との交通連携の拠点

となっています。また、町の中心には吉野川が流れ、南北には四国山地に囲まれ水と緑に恵まれ

た豊かな自然を有する魅力あふれる町です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■面積  122.48㎢  ■世帯数  6,311 世帯  ■人口   14,179人 

 65歳以上  4,917人 

 高齢化率  34.7 ％ 

 （令和 2 年 4月 1日現在） 

  

昼間・増川地区 

世帯数 1,454 高齢化率 33.2% 

人 口 3,379 人（1,121 人） 

東山地区 

世帯数 153 高齢化率 60.3% 

人 口 267 人（161 人） 足代地区 

世帯数 821 高齢化率 32.8% 

人 口 1,981 人（650 人） 

加茂地区 

世帯数 2,253 高齢化率 32.8% 

人 口 5,120 人（1,680 人） 

西庄・絵堂地区 

世帯数 213 高齢化率 57.3% 

人 口 344 人（197 人） 

西庄地区 

世帯数 642 高齢化率 32.0% 

人 口 1,492 人（478 人） 

大藤・毛田・中庄地区 

世帯数 775 高齢化率 39.5% 

人 口 1,596 人（630 人） ※地区別人口の（）カッコ内は 65歳以上の人口 
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（２）人口の推移 

本町の人口は減少を続けており、平成 27年の 15,141人から令和２年の 14,285人と、５年

間で 856人の減少となっています。 

年齢層別にみると、「０～14 歳」及び「15～64 歳」の人口は減少傾向となっていますが、「65

歳以上」の人口は年々増加しています。 

年齢階層別人口構成比についてみると、「０～14歳」はおおむね横ばい、「15～64歳」は減少

傾向で推移しています。「65 歳以上」の高齢化率は増加傾向にあり、令和２年で 34.3％となっ

ています。 

 

■年齢階層別人口の推移 

 

資料：住民基本台帳（各年１月１日） 

■年齢階層別人口構成比率の推移 

 

資料：住民基本台帳（各年１月１日） 

 

1,762 1,732 1,691 1,666 1,658 1,628 

8,772 8,539 8,311 8,118 7,933 7,752 

4,607 4,672 4,782 4,810 4,865 4,905 

15,141 14,943 14,784 14,594 14,456 14,285 

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

18,000

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年

令和元年

令和２年

０～14歳 15～64歳 65歳以上

（人）

11.6% 11.6% 11.4% 11.4% 11.5% 11.4%

57.9% 57.1% 56.2% 55.6% 54.9% 54.3%

30.4% 31.3% 32.3% 33.0% 33.7% 34.3%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年

令和元年

令和２年

０～14歳 15～64歳 65歳以上
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（３）世帯の状況 

世帯数は 6,200 世帯から 6,300 世帯で推移しており、増減を繰り返しながら緩やかに増加

しています。 

人口の減少傾向に対して、世帯数が増加していることから、一世帯当たりの世帯人員は年々

減少しており、令和２年で 2.26人となっています。 

国勢調査による世帯の状況をみると、平成 27年時点で一般世帯数は 5,310世帯となってい

ます。核家族世帯数は 2,979世帯、高齢者のいる世帯数は 2,751世帯となっており、いずれも

本町の一般世帯数の半数以上を占めています。 

また、一人暮らし世帯数は一般世帯数の 22.7％となる 1,205世帯、このうち一人暮らし高齢

者世帯数は 770世帯となっており、一人暮らし世帯のおよそ６割を高齢者が占めています。 

ひとり親家庭は 111 世帯となっており、総世帯数に対して、母子世帯数は 1.8％、父子世帯数

は 0.2％となっています。 

 

■世帯数及び世帯人員の推移 

 

資料：住民基本台帳（各年１月１日） 

■世帯の状況 単位：世帯 

一般世帯数 核家族世帯数 
高齢者のいる 
世帯数 

一人暮らし 
世帯数 

一人暮らし 
高齢者世帯数 

5,310 2,979 2,751 1,205 770 

100.0％ 56.1％ 51.8％ 22.7％ 14.5％ 

資料：国勢調査（平成 27年） 

■ひとり親家庭の状況 単位：世帯 

総世帯数 母子世帯数 父子世帯数 

5,325 97 14 

100.0％ 1.8％ 0.2％ 

資料：国勢調査（平成 27年）  

6,239 6,237 6,255 6,254 6,294 6,327 

2.43 2.40 2.36 2.33 2.30 2.26 

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年

令和元年

令和２年

世帯数 一世帯当たり人員

（世帯）
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（４）高齢者の状況 

①要支援・要介護認定者数 

本町の要支援・要介護認定者数は 1,000人前後で推移しており、平成 27年から令和２年に

かけて増減を繰り返しながらも増加傾向となっています。 

 

■要支援・要介護認定者数の推移 

 
資料：みよし広域連合（介護保険事業状況報告） 

 

②認知症高齢者数の推移 

みよし広域連合（東みよし町・三好市）の認知症高齢者数は2,200人前後で推移しており、平

成 27年から令和２年にかけておおむね横ばいとなっています。 

 

■日常生活自立度※別認知症高齢者数の推移 

 
資料：見える化システム（各年 10月末） 

  

123 132 126 90 103 92 

175 197 199 215 226 211 

134 118 157 141 128 137 

178 201 170 203 192 192 

143 119 131 124 126 147 

107 109 121 114 133 132 
89 95 95 80 77 95

949 971 999 967 985 1,006

0

200

400

600

800

1,000

1,200

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２

要介護３ 要介護４ 要介護５

（人）

401 343 332 308 282 

680 747 834 856 840 

609 606 626 611 621 

213 178 161 148 124 

307 305 310 291 289 
54 53 26 15 10 

2,264 2,232 2,289 2,229 2,166

0

1,000

2,000

3,000

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年

Ⅱa Ⅱb Ⅲa Ⅲb Ⅳ Ｍ

（人）

※認知度の判定には I、Ⅱa、Ⅱb、Ⅲa、Ⅲb、Ⅳ、Ｍと階級分けされており、Ⅱa～Mが認知症罹患者と判定される。 
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（５）障害者の状況 

①身体障害者手帳等所持者数 

身体障害者手帳所持者数は減少傾向にあり、平成 27年の 897人から令和 2年の 765人

と、５年間で 132 人減少しています。等級別にみると、わずかな増減はあるものの、いずれの等

級においても減少傾向となっています。 

 

■等級別身体障害者手帳所持者数の推移 

 
資料：東みよし町福祉課（各年３月末） 

②療育手帳所持者数 

療育手帳所持者数はおおむね横ばいで推移しており、平成 27 年の 172 人から令和 2 年の

182 人と、５年間で 10 人増加しています。等級別にみると、「B2（軽度）」で増加傾向となってい

ます。 

 

■等級別療育手帳所持者数の推移 

 
資料：東みよし町福祉課（各年３月末） 

245 255 256 253 239 236 

159 149 136 130 126 108 

147 139 131 121 119 121 

204 201 201 190 181 173 

65 64 63 59 55 52 

77 77 81 
77 

76 75 

897 885 868
830

796 765

0

200

400

600

800

1,000

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年 令和２年

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

（人）

33 32 31 29 30 29 

59 60 56 54 55 53 

40 43 43 47 44 44 

40 40 48 52 56 56 

172 175 178 182 185 182 

0

50

100

150

200

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年 令和２年

Ａ１（最重度） Ａ２（重度） Ｂ１（中度） Ｂ２（軽度）

（人）
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③精神障害者保健福祉手帳所持者数 

精神障害者保健福祉手帳所持者数は平成 29年より増加傾向で推移しており、平成 27年の

95人から令和 2年の 117人と、５年間で 22人増加しています。 

 

■等級別精神障害者保健福祉手帳の推移 

 
資料：東みよし町福祉課（各年３月末） 

 

④年齢２区分別手帳所持者数 

身体障害者手帳所持者数のうち、18 歳未満の手帳所持者は 10 人未満のまま横ばいで推移

しており、18歳以上の手帳所持者はこの５年間で減少傾向にあります。 

療育手帳所持者数のうち、18 歳未満の手帳所持者は 30 人台と横ばいで推移しており、18

歳以上の手帳所持者はこの５年間で増加傾向にあります。 

 

■年齢２区分別手帳所持者数の推移 単位：人 

 平成 27年 平成 28年 平成 29年 平成 30年 
平成 31年 
令和元年 

令和２年 

身体障害者 

手帳 

18歳未満 4 5 6 6 5 5 

18歳以上 893 880 862 824 791 760 

療育手帳 
18歳未満 35 38 36 35 34 32 

18歳以上 137 137 142 147 151 150 

資料：東みよし町福祉課（各年３月末） 

  

21 19 18 14 16 13 

43 41 45 46 51 51 

31 34 34 44 
46 53 

95 94 97
104

113 117

0

20

40

60

80

100

120

140

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年 令和２年

１級（重度） ２級（中度） ３級（軽度）

（人）
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毛田･大藤･中庄地区

11%

西庄地区

13%

西庄山間地区

3%

加茂地区

33%

足代地区

16%

昼間・増川地区

20%

東山地区

3%

未記入

1%

第３章 第 3期東みよし町地域福祉活動計画 

１．福祉のまちづくりに関するアンケート結果 
 

問１． あなたの性別を教えてください 

男性 331 

女性 390 

回答しない 8 

未記入 7 

 

 

 

 

問 2. 年齢についてお答えください 

  年齢については、アンケート回答者の 78％が 60代以上となっています。 

10代 0 

20代 13 

30代 17 

40代 40 

50代 78 

60代 230 

70代 213 

80代 134 

回答しない 8 

未記入 3 

 

 

 

 

問 3． あなたのお住まいの地区はどちらになりますか 

 

 

毛田･大藤･中庄地区 80 

西庄地区 93 

西庄山間地区 26 

加茂地区 245 

足代地区 116 

昼間・増川地区 146 

東山地区 21 

未記入 9 

男性

45%

女性

53%

回答しない

1%

未記入

1%

10代

0%

20代

2% 30代

2%

40代

6%
50代

11%

60代

31%

70代

29%

80代

18%

回答しない

1%

未記入

0%
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ひとり暮らし

17%

夫婦のみ

34%夫婦と子ども

19%

親と同居

（2世代同居）

15%

3世代以上同居

9%

その他

4%

未記入

2%

大変住みやすい

9%

住みやすい

63%

どちらとも

いえない

21%

住みにくい

5%

大変住みにくい

1%

未記入

1%

問４． あなたの家族構成を教えてください 

家族構成については、【夫婦と子ども】または【夫婦のみ】の核家族世帯が 53％と半数を占めていま

す。 

 

 

 

 

  

 

 

問５． 現在お住まいのところは住みやすいと思いますか 

  現在お住まいのところについては、全体の 72％が【大変住みやすい】または【住みやすい】と回答し

ており、半数以上が住みやすさを感じています。 

一方で全体の 6％が【住みにくい】または【大変住みにくい】と感じていました。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし 130 

夫婦のみ 257 

夫婦と子ども 138 

親と同居 

（2世代同居） 
109 

3世代以上同居 65 

その他 27 

未記入 18 

大変住みやすい 70 

住みやすい 466 

どちらともいえない 152 

住みにくい 37 

大変住みにくい 7 

未記入 4 
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392

281

268

223

73

75

51

6

2

自分の家、土地に愛着があるから

自然環境がいいから

近所に友人・知人など親しい人がいるから

買い物や外食など生活の便がいいから

医療・福祉・教育が充実しているから

交通の便がいいから

仕事上の都合がいいから

その他

未記入

0 200 400 600

17

12

12

13

19

9

26

11

10

住居の立地条件（自然環境

等）が悪い

ご近所付き合いがわずらわしい

地域の行事が大変

働く場所が少ない

買い物や外食など生活の便が悪い

医療・福祉・教育が充実していない

交通の便が悪い

公共施設が充実していない

その他

0 5 10 15 20 25 30

問６． 問５で〔大変住みやすい〕〔住みやすい〕と答えた方のみ、住みやすい理由は何ですか ※複数回答可 

住みやすい理由としては、【自分の家、土地に愛着があるから】が最も高く、次いで【自然環境がいい

から】、【近所に知人・友人など親しい人がいるから】となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７．問５で〔住みにくい〕〔大変住みにくい〕と答えた方のみ、住みにくい理由は何ですか  

※複数回答可 

住みにくい理由としては、【交通の便が悪い】が最も多く、次いで【買い物や外食など生活の便が悪い】

【住居の立地条件（自然環境等）が悪い】となっています。 

その他の意見として、人間関係や災害への不安も挙げられました。 
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問８．普段、あなたはご近所の方と、どの程度お付き合いしていますか 

 ご近所との方との付き合いについては、【顔を合わせたときあいさつする程度】が最も多く、次いで

【地域の行事に参加する程度】【お茶を呼ばれたり誘い合ったりしている】となっています。 

 その他の意見として、ものをあげたりもらったりして良好な関係を保っている方もいました。一方で、

昔と比べて地域で集まる機会が減り、寂しさを感じている方もいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

36

53

148

50

4

7

3

家族ぐるみで親しく付き合っている

お茶を呼ばれたり誘い合ったりしている

顔を合わせたときあいさつをする程度

地域の行事に参加する程度

全くお付き合いをしていない

その他

未記入

0 20 40 60 80 100 120 140 160

その他の意見 

●人間関係に敏感すぎる、何かあればすぐ特定したがる、その点は都会の方が気楽に過ごせる 

●家までの道路が狭いため 

●危険地域になって危険地域になっている為地震で山崩れが発生するかとハラハラする 

その他の意見 

●その家にある物を分け合ったり手伝ったり助け合ったりと良好 

●お隣さんと洗濯物を干しながら長話をしたり、回覧板を持ってきてくれた時に長話をする 

●畑で採れた野菜、果物をいただく 

●全体で広く顔を合わせる機会がない。以前は楽しく過ごすことが出来た。以前は草取り、掃除に参 

加して神社でお茶会をして解散して楽しかった。今は疎遠で孤独、時々電話やはがき交流してそれ 

が楽しいだけ。 
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66

13

6

61

43

46

12

7

仕事や家事で忙しいから

家族の介護・看護のため

育児や子育てのため

健康上の不安があるため

参加するきっかけがないため

興味がないため

その他

未記入

0 10 20 30 40 50 60 70

問９．現在、あなたはどのような地域活動に参加していますか 

現在参加している地域活動については、【自治会の活動（婦人会、親子会含む）】が最も多い結果とな

っています。 

全体の 8 割は何らかの地域活動に参加している一方で、1 割は【なにも参加していない】となってい

ます。 

 その他の意見として、下記以外に環境美化活動、防災や地域団体の活動に参加している方もいます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１０. 問９で〔なにも参加していない〕と答えた方のみ、地域活動に参加していない理由は何ですか 

※複数回答可 

 地域活動に参加できない理由としては、【仕事や家事で忙しいから】が最も多く、次いで【健康上の不

安があるため】【興味がないため】となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の意見 

●町道の草刈り、河川の草刈り、清掃などをしている。   ●防災活動    ●地域団体の活動 

 

375

96

141

91

53

172

187

26

9

自治会の活動（婦人会、親子会含む）

ＰＴＡや老人クラブなどの活動

趣味の集まりの活動

スポーツ教室やレクリエーション活動

通いの場やサロン活動

ボランティア活動

なにも参加していない

その他

未記入

0 50 100 150 200 250 300 350 400

8 割は何らかの地域活動に 

参加している 
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220

113

130

213

218

56

218

60

14

27

昔ながらのお祭りや季節の行事の伝承

多世代での交流活動

地域を知るイベントなどの活動

地域の防災力を高めるための訓練

地域住民の健康を増進するための活動

他の地域との交流活動

今のままでいい

地域活動が少なくてもいい

その他

未記入

0 50 100 150 200 250

問１１．今後どのような地域活動があればいいと思いますか 

 今後どのような地域活動があればいいかについては、【昔からのお祭りや季節の行事の伝承】が最も

多く、次いで【地域住民の健康を増進するための活動】【今のままでいい】が同数、次に【地域の防災力

を高めるための訓練】となっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１２．あなたは、ボランティア活動についてどう思いますか 

 ボランティア活動については、全体の 5割は何らかのボランティア活動に【現在参加している】また

は【・・・参加したい】と回答しており、ボランティア活動に意欲的です。 

一方で、2割は【参加できない】【参加したくない】となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

その他の意見 

●子育て世代や働き世代の人が負担にならないようにしてほしい 

●伝統行事に無関心になってきているが、古くからの伝統は盛り上げていったほうが良いのではないか 

●ボランティアすればポイントを貰いそのポイントでボランティアが受けられる相互的な助け合いが必 

要と感じる 

179

28

122

49

93

64

109

47

11

34

現在参加している

友人と一緒なら参加したい

時間ができたら参加したい

ボランティアについての学びの機会が…

家事や仕事が忙しく参加できない

どんなボランティアがあるかわからない

参加できない

参加したくない

その他

未記入

0 50 100 150 200

5 割 

2割 

ボランティアについての学びの機会があったら参加したい 
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131

79

72

65

154

44

12

21

31

高齢者に関する活動

児童・子育てに関する活動

スポーツ・イベントに関する活動

福祉施設等での活動

環境美化に関する活動

災害復旧活動

募金活動

その他

未記入

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180
その他の意見 

●傾聴ボランティアをしたい             ●朗読、読み聞かせをしている   

●障がいを持っている方の社会参加に関する活動    ●学校でのボランティア活動 

14

5

15

62

1

45

6

6

ボランティア活動に興味がないから

参加する機会がないから

参加する時間がないから

体調が悪いから

活動の内容や方法がわからないから

自分のことで精一杯だから

その他

未記入

0 10 20 30 40 50 60 70

問１３．問１２で〔参加している〕または〔・・・参加したい〕と答えた方のみ、現在参加している（参

加したい）ボランティア活動は何ですか 

 現在参加している（参加したい）ボランティア活動については、【環境美化に関する活動】が最も多く、

次いで【高齢者に関する活動】【児童・子育てに関する活動】となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１４．問１２で〔参加できない〕または〔参加したくない〕と答えた方のみ、参加できない（参加し

たくない）理由はなんですか 

 参加できない理由としては、【体調が悪いから】が最も多く、次いで【自分のことで精一杯だかから】

【参加する時間がないから】となっています。 
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36

71

32

13

21

3

2

子育て・児童福祉サービス

高齢者福祉サービス

障害者福祉サービス

母子及び寡婦福祉サービス

生活困窮者福祉サービス

その他

未記入

0 10 20 30 40 50 60 70 80

充実している

9%

ある程度充実

している

45%

あまり充実

していない11%

充実していない

3%

わからない

28%

その他1%
未記入3%

問１５．あなたは現在の福祉サービスについて、どのように考えていますか 

 現在の福祉サービスについては、全体の 54%が【充実している】【ある程度充実している】と答えてお

り、半数以上が満足されています。 

一方で、14％は【あまり充実していない】【充実していない】と感じています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

問１６．問１５で〔あまり充実していない〕または〔充実していない〕と感じた方のみ、どのような福

祉サービスが不足していると感じますか ※複数回答可 

 福祉サービスの不足については、【高齢者福祉サービス】が最も多く、次いで【子育て・児童福祉サー

ビス】【障害者福祉サービス】となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

充実している 64 

ある程度充実している 335 

あまり充実していない 81 

充実していない 26 

わからない 204 

その他 7 

未記入 19 
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行政に責任があり、町民はそれほど

協力する必要はない

2%

行政に責任はあるが、手の届かない部分は

町民が協力するべきである

23%

町民どうしで助け合い、手の届かない部分は

行政が援助すべきである

9%

行政と町民が協力しあい、

共に取り組むべきである

52%

わからない

9%

その他

1%
未記入4%

問１７．福祉サービスを充実させていくうえで行政と町民はどうあるべきと考えますか 

 福祉サービスを充実させていくうえで行政と町民はどうあるべきかについては、【行政と町民が協力

し合い、共に取り組むべきである】が 52％と最も多く、半数から協力的な回答が得られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

   

 

 

 

 

 

 

問１８．あなたは同じ自治会の方たちに何を望みますか ※複数回答可 

 同じ自治会の方たちに望むこととしては、【災害や緊急事態が発生した時の対応】が最も多く、次いで

【周辺環境の保全】【子どもや高齢者への見守り・声かけ】が同数となっています。災害時には地域全体

でのささえあいが求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行政に責任があり、町民はそれほど協力する必要はない 15 

行政に責任はあるが、手の届かない部分は町民が協力するべきである 172 

町民どうしで助けあい、手の届かない部分は行政が援助すべきである 62 

行政と町民が協力し合い、共に取り組むべきである 384 

わからない 63 

その他 8 

未記入 32 

55

9

33

25

6

13

2

5

0 10 20 30 40 50 60

災害や緊急事態が発生した時の対応

買い物の支援やゴミ出しのお手伝いなどの…

子どもや高齢者への見守り・声かけ

周辺環境の保全

地域交流イベントの実施

特にない

その他

未記入
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50

13

24

44

13

42

102

141

60

308

18

45

移動手段

食事・洗濯などの家事

食品や日用品などの普段の買い物

家族の介護

子育て・教育

ご近所付き合い

お身体の健康問題（病気・通院等）

草刈りやお墓掃除などの軽作業

経済的な問題

特になし

その他

未記入

0 50 100 150 200 250 300 350

問１９．あなたが日常生活で困っていることは何ですか ※複数回答可 

 日常生活で困っていることについては、【特になし】が最も多く、全体の４割を占めています。次いで

【草刈りやお墓掃除などの軽作業】【お身体の健康問題（病気・通院等）】となっています。 

アンケート回答者の 78％が 60 代以上ですが、困りごとを感じている方は少ないという結果になりま

した。 

しかし、その他の意見として、今は困っていないがこれから先は分からないという意見が複数あり、

今後高齢化の進展に伴い、困りごとを解決するしくみづくりが重要になってくると思われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の意見 

●今は日常生活に不自由は感じていないが先では不安を感じる 

●今は元気で動けているので困っていることはなく自分達で出来ているがこれから先は分からないと思う  

●現在はどうにか自分で生活できているが、年齢を重ねていくと問題が出てくると思う 

●高いところでの作業、重いものの取り扱いに困っている 
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避難できる

と思う

51％

避難できない

と思う

45%

未記入

4％

問２０．あなた自身に困りごとや問題ができた場合だれに相談しますか ※複数回答可 

 困りごとや問題ができた場合の相談ついては、全体の 6 割が【親】【配偶者】【兄弟・姉妹】【子供・

孫】【親戚】等の近親者へ相談しています。次いで【友人・知人】や【近所の方】となっています。 

 一方で、2割は【相談しない】【相談できる人がいない】という方もいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２１．災害や緊急事態が発生したとき、あなたやご家族、さらに地域の皆さんが適切に避難できると 

思いますか 

 

 

 

 

 

 

避難できると思う 371 

避難できないと思う 334 

未記入 31 

101

405

238

390

134

186

87

36

65

24

52

54

77

12

15

10

11

親

配偶者

兄弟・姉妹

子供・孫

親戚

友人・知人

近所の方

職場の上司・同僚

医師

民生委員

役場

社会福祉協議会

各種相談窓口

相談しない

相談できる人がいない

その他

未記入

0 100 200 300 400 500

2割 

6割が近親者へ相談 
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68

82

50

10

121

71

58

53

11

介助が必要だから

避難所が遠いから

避難所がわからないから

近所に知り合いがいないから

隣同士で助け合えるかわ…

緊急時の情報が入らないから

支援してくれる人がわからないから

その他

未記入

0 50 100 150

246

256

303

184

193

247

207

76

19

31

自主防災組織の整備

地域における定期的な防災訓練

地域での話し合い

支援が必要な方の台帳の整備

支援が必要な方のマップづくり

普段からの見守り活動

普段からの防災啓発活動

安全な地域なので特に考えていない

その他

未記入

0 50 100 150 200 250 300 350

問２２．問２１で〔避難できないと思う〕と答えた方のみ、避難できない理由は何ですか  

※複数回答可 

 避難できないと思う理由については、【隣同士で助け合えるかわからないから】が最も多く、次いで

【避難所が遠いから】【緊急事の情報が入らないから】【介助が必要だから】となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２３．災害時において、住民同士が支えあう地域づくりに何が必要と思いますか ※複数回答可 

 災害時における住民同士が支えあう地域づくりに必要なものについては、【地域での話し合い】が最

も多く、次いで【地域における定期的な防災訓練】【普段からの見守り活動】【自主防災組織の整備】【普

段からの防災啓発活動】となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の意見 

●避難所の方が危険だと思う          ●大きな災害や緊急事態が発生したことがないため 

●緊急時の自治会での行動など話し合った事がないから 

● 地域での具体的な避難方法がわからない。又それを実践してくれるリーダー的な存在が育っていない 
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問２４．誰もが安心して暮らしてゆくために、地域で必要と思われることは何ですか ※複数回答可 

 誰もが安心して暮らしてゆける地域のために、地域で必要と思われることについては、【住民相互の

協力】が最も多く、次いで【高齢者・障がい者支援の充実】【介護・福祉施設の充実】【保険・医療の充

実】【行政・社会福祉協議会の協力】となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

475

320

147

136

288

298

219

241

285

21

21

住民相互の協力

高齢者・障がい者支援の充実

子育て・教育の充実

ボランティア活動の充実

保健・医療の充実

介護・福祉施設の充実

交通機関の充実

防災・防犯体制の充実

行政・社会福祉協議会の協力

その他

未記入

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

その他の意見 

●介助が必要な高齢者が孤立しない環境づくり 

●あらゆるパターンの災害及び発生時の状況を想定して、柔軟な対応ができる様地域住民の共通理解が 

必要だと思う 

●普段からの近所づきあいの中でどんな人が住んでいるか知っておくこと 

その他の意見 

●地域住民同士の交流        ●会社が少ないので、若い人が地元で働けるようになったらいい 

●他人への思いやり、相手の立場に立つこと 
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２．第 3期東みよし町地域福祉活動計画 
 

第 3 期東みよし町地域福祉活動計画 
 

 

 

 

 

 

東みよし町第 3 期地域福祉計画で定める基本目標を、本活動計画の基本目標と

し、『自然とやさしさ 心あふれる福祉の郷 東みよし町』を目指した取り組みを

推進していきます。 

 

■第 3 期東みよし町地域福祉活動計画における基本目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
東みよし町第 3期地域福祉計画・地域福祉活動計画で定める共通の基本目標 

 

  

キャッチフレーズ 

自然とやさしさ 心ふれあう福祉の郷 

地域を支える人づくり 

基本目標 1 

地域福祉の充実 

基本目標３ 

安心して暮らせる 

地域づくり 

基本目標２ 
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基本目標 1：地域を支える人づくり ～人と人、地域とのつながり～ 

 

 

（１）顔の見える関係づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

（２）活動の担い手づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

隣近所・地域での取り組み【互助】【共助】 

自分自身・家族の取り組み【自助】 

＜地域課題＞ 

・人と人とが顔を合わして話す機会の減少 

・冠婚葬祭の様式が変化し、ご近所付き合いの機会の減少 

・活動の担い手が不足 

・人が集まる機会の減少 

○ あいさつ運動を実践し、笑顔で顔を合わす機会を増やす 

○ 家族や気の合う仲間との話しあう機会をつくる 

○ 家族や隣近所に声かけをして福祉講座や地域行事に積極的に参加する 

○ 気軽にできることからやってみる 

○ 地域行事やイベント等、地域の人と交流できる機会をつくる 

○ 公民館や空き家を活用したサロンを開催して顔を合わす機会をつくる 

○ お互いに声を掛け合って福祉講座や地域行事に積極的に参加する 

○ 家族や地域でお互いに気にかけあい助け合う 

隣近所・地域での取り組み【互助】【共助】 

自分自身・家族の取り組み【自助】 

○ ボランティア活動に参加する 

○ 家族や気の合う仲間と気軽にできる活動に参加する 

○ 家族や隣近所に声かけをして福祉講座や地域行事に積極的に参加する 

○ 現在取り組んでいる活動を継続して実践する 

○ 地域行事やイベント等でボランティアが活躍できる場所をつくる 

○ 誰もが参加しやすい、性別、年齢に配慮した交流の機会を設ける 

○ だれもが気軽に集まれる場所をつくる 
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基本目標２：安心して暮らせる地域づくり ～安全・安心な地域づくり～ 

 

 

（１）見守り、支え合う地域づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

（２）災害時に助け合える地域づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

隣近所・地域での取り組み【互助】【共助】 

自分自身・家族の取り組み【自助】 

＜地域課題＞ 

・地域の絆、助け合い活動の推進 

・災害に備える助け合いの仕組みづくり 

・誰もが交流・活動できる場所づくり 

・伝統行事の継承 

○ 隣近所との交流を継続する 

○ 自分の困りごとを周囲に伝え、どういった支援が必要か共有する 

○ 自分にできる生活支援がないか考えてみる 

○ 緩やかに気をかけ合う 

○  

○ 支え愛マップをつくり地域の課題を共有する 

○ ふれあい・いきいきサロンなど人と人の交流する場をつくる 

○ 地域の中で気になる人がいないか気にかける 

○ 自治会の集まりや井戸端会議などの交流の場に参加する 

隣近所・地域での取り組み【互助】【共助】 

自分自身・家族の取り組み【自助】 

○ 防災訓練などに積極的に参加する 

○ 非常持ち出し品を備え一人ひとりが災害に備える 

○ 普段からのあいさつなどを通して見守りあえる関係をつくる 

○ 地域の高齢者や障害のある方などを把握し、どのような支援が必要か話し合う 

○ 自主防災組織などによる自分たちの地域を守る体制をつくる 

○ 支え愛マップや防災マップなどの見直しや訓練を行う 
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基本目標３：地域福祉の充実 ～福祉の充実により権利と尊厳を守る～ 

 

 

（１）相談できる環境づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

（２）権利擁護の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

隣近所・地域での取り組み【互助】【共助】 

自分自身・家族の取り組み【自助】 

＜地域課題＞ 

・相談窓口の充実と関係機関の連携 

・相談できる関係づくり 

・認知症やひきこもりなどに対する正しい理解と把握 

・排除をしないまちづくり 

○ 身近な人の相談相手になる 

○ 困りごとは自分で抱え込まずにまずは相談する 

○ サロンや趣味の集まりなどに積極的に参加し、相談し合える関係をつくる 

○ 地域行事やイベント等、地域の人と交流できる機会をつくる 

○ 公民館や空き家を活用したサロンを開催して顔を合わす機会をつくる 

○ お互いに声を掛け合って福祉講座や地域行事に積極的に参加する 

○ 家族や地域でお互いに気をかけあい、助け合う 

隣近所・地域での取り組み【互助】【共助】 

自分自身・家族の取り組み【自助】 

○ 講演会や福祉学習の場などに積極的に参加する 

○ 相手のことを思いやり認めあえる絆を築く 

○ 相手の困りごとを『人ごと』ととらえずに『我が事』として考えてみる 

○ 地域での見守り活動を継続・強化する 

○ 不安を抱えている人に気づき、耳を傾ける 

○ 認知症やひきこもりなどを正しく理解し、地域で支える体制をつくる 
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第４章 地区地域福祉活動計画 

大藤・毛田・中庄地区地域福祉活動計画 

福祉のまちづくりに関するアンケート調査結果               

【アンケート結果から読み取れる中庄・毛田・大藤地区の特徴】  回答数 ８０ 

 

回答年齢 

●回答者８０名のうち６０代以上が８４％（６７名） 

 

家族構成 

●核家族世帯（【夫婦のみ】または【夫婦と子ども】）が全体の５９％と半数以上を占める。 

 

地域の住みやすさ 

●全体の７５％（６０名）の方が大変住みやすい・住みやすいと感じている 

 ➡理由：自分の家、土地に愛着があるから・近所に友人・知人など親しい人がいるから 

●全体の９％（７名）の方が住みにくい・大変住みにくいと感じている 

 ➡理由：交通の便が悪い、買い物や外出など生活の便が悪い 

 

地域活動 

●地域活動に参加できない理由として最も多いのは「健康上の不安があるため」、次いで「仕事や家事

で忙しいから」という結果となった。 

➡日中お仕事されている方は地域活動に参加するのは難しいため？  

 

ボランティア活動 

●ボランティア活動について、「現在参加している」または「～なら参加したい」と答えたのは全体の

５２％（４２名）。 

一方で「参加できない」「参加したくない」という方も１９％（１５名）いた。 

 

困っていること 

●日常生活で困っていることについて、最も多かったのは「特になし」で全体の約３３％。 

 次いで「草刈りやお墓掃除などの軽作業」という結果だった。 

 

 

  ＊＊5年後に目指す地域の姿＊＊ 

〇地域のリーダーが高齢化してきているので、若手が多くかかわる 

〇伝統行事を次の世代に継承し担い手が増える 

〇サロンや趣味活動など気軽に集まれる場所を増える 

〇地域活動やサロンなどに多くの地域住民が参加している 
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地域のお祭りなどの伝統
行事の継承が難しい 

・学校などを活用した防災活動 
・地域行事に親世代だけでなく若い世
代も参加する 

・いろんな人や地域の良さを知る 

自分自身・家族の取り組み【自助】 

隣近所の取り組み【互助】 

顔の見えるつながりが 
減ってきた 

・あいさつの回数を多くする 
・配りものの時に一声かける 
・今まで通りの付き合いを続けていく 

・自分自身の趣味活動を続けていく 
・花づくりや道路愛護などのボランティ
ア活動を続けていく 

・まずは家庭内で野菜作りを伝承する 

農業や趣味活動をする人
が減ってきた 

困りごとが増えてきた 
・困っていないか声かけをする 
・水や買い物など助け合う 
・ゴミ出しなどお互いに手伝う 

課題 

鹿、猪、猿などの野生動物

が増えて農業の継続が難
しい 

・防護フェンスなどを設置する 
・作物を守る方法を話し合う 
・モンキー犬を増やす 

高齢者を支援する人が少
ない 

・友愛訪問活動などによる見守りをする 
・高齢者相互で支え合う 
・高齢者が担い手となり支援の輪を広げる 

地域の課題と実践する取り組み 

自治会など地域での取り組み【共助】 

課題 取り組む内容 

取り組む内容 

課題 取り組む内容 
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西庄地区地域福祉活動計画 

福祉のまちづくりに関するアンケート調査結果               

【アンケート結果から読み取れる西庄平坦地区の特徴】  回答数 ９３ 

 

地域の住みやすさ 

●全体の７３％（６７名）の方が大変住みやすい・住みやすいと感じている 

●全体の５％（１２名）の方が住みにくいと感じている 

 ➡理由：・住居の立地条件（自然環境等）が悪い  ・交通の便が悪い  ・地域の行事が大変 

     ・ご近所付き合いがわずらわしい 

  その他の意見：【いい人もいますが、自己中で誹謗中傷する住民が多すぎる】など人間関係に関す 

る悩みもあった。 

 

住みやすさの理由 

●１位：自分の家、土地に愛着があるから（４６名） 

 ２位：買い物や外食など生活の便がいいから（３７名） 

 ３位：近所に友人・知人など親しい人がいるから（３４名） 

➡「買い物や外食」に関しては満足している人が多いことが分かった。 

 

ご近所付き合い 

●最も多かったのは「顔を合わせたときあいさつをする程度」（５９名 ５４%） 

 その他の意見： 

➡【物をあげたりもらったり】【物品の交換など】とご近所とやり取りをしている人もいる。 

  

今後望む地域活動 

●最も多かったのは「昔ながらのお祭りや季節の行事の伝承」（２９名） 

 ➡続いて「地域住民の健康を増進するための活動」「今のままでいい」（２８名）が多かった。 

 

困っていること 

●日常生活で困っていることについて、最も多かったのは「特になし」。（４７名 ４５%） 

 続いて多かったのは「草刈りやお掃除などの軽作業」（１２名）と「お身体の健康問題（病気・通院 

等）」（１０名） 

 ➡その他の意見：【高いところでの作業、重いものの取り扱い】のようなちょっとした困りごとも挙

げられていた。 

【町全体のアンケート】 

1 位：自分の家、土地に愛着～ 

２位：自然環境がいいから 

３位：近所に友人・知人など～ 

４位：買い物や外食など生活の便が～ 

＊＊5年後に目指す地域の姿＊＊ 

〇健康を維持して元気な高齢者の多い地域 

〇あいさつを通じた会話と笑顔のたえない地域 

〇子どもも大人も一緒になったご近所付き合いが活発な地域 

〇西庄さんわ推進会などの活動により、昔ながらのお祭りや季節行事が継承される 
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自分自身・家族の取り組み【自助】 

隣近所の取り組み【互助】 

自治会など地域での取り組み【共助】 

人と会っても話す機会が
減ってきた 

・相手の目を見てあいさつをする 
・姿を見たら積極的に声をかける 
・他人に気をかけ自分事と感じる 

・まずは自分が参加してみる 
・共通の趣味の集まりに参加する 
・世代が交流する行事を増やす 

行事への参加者や趣味活
動をする人が減ってきた 

顔を合わす機会が減って
きた 

・隣近所へ自治会への参加を誘い合う 
・散歩途中などで出会ったらあいさつする 
・サロンや趣味活動など外に出かける 

ボランティア活動 

・地域の清掃などに若い世代も参加する 
・公民館や神社、公園など協同での作業を

継続して定期的に行う 
・家庭内でのごみ０運動の実践 

地域活動を継続するのが
難しい 

・防災やボランティアをキーワードに新た
な地域活動にとりくむ 

・多くの人が関わり、役割をもち継続する 

世代交流の機会が減った 

・小学校と老人クラブの交流を続ける 
・子どもの集まる機会を増やし多世代交
流の場をつくる 

・ボランティアを通じた交流を続ける 

地域の課題と実践する取り組み 

課題 取り組む内容 

課題 取り組む内容 

課題 取り組む内容 
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西庄・絵堂地区地域福祉活動計画 

福祉のまちづくりに関するアンケート調査結果               

【アンケート結果から読み取れる西庄・絵堂地区の特徴】  回答数 ２６ 

 

回答年齢 

●回答者２６名のうち最も多かった年齢は８０代（９名） 

 

地域の住みやすさ 

●全体の７３％（１９名）の方が大変住みやすい・住みやすいと感じている 

 ➡理由：①自分の家、土地に愛着があるから  

②自然環境がいいから・近所に親しい人がいる 

●全体の４％（１名）の方が住みにくいと感じている ➡理由：買い物や外食など生活の便が悪い 

 

ご近所付き合い 

●最も多かったのは「顔を合わせたときあいさつをする程度」 

 ➡町全体の回答で最も多かったのは「顔を合わせたときあいさつをする程度」だったので、西庄山

間地区の特徴といえる。 

●「ご近所と全くお付き合いをしていない」という回答は０名だった。 

 ➡何らかの形でご近所と関りをもっていることが分かった。 

 

地域活動 

●「地域住民の健康を増進するための活動」を望まれている人が多かった。 

 

困っていること 

●日常生活で困っていることについて、最も多かったのは「特になし」。（全体の２６%） 

 続いて多かったのは「草刈りやお掃除などの軽作業」と「お身体の健康問題（病気・通院等）」。 

 ➡回答者の半数が６０代以上だったが、こまっていることは「特になし」が多かった。２番目に多

い困りごととして、草刈りやお墓の掃除などのちょっとした困りごとが挙げられた。 

  山間部の困りごととして、買い物や移動手段が多いと予想していたが、実際はそうでないことが

明らかになった。 

 

災害時の避難 

●災害時に避難できると思う ３１％  

 災害時に避難できないと思う ６５％ 

 ➡【避難できないと思う理由】として最も多かったのが「避難所が遠いから」だった。避難所が遠

いため辿り着くまでが危険と感じている人が多かった。 

＊＊5年後に目指す地域の姿＊＊ 

〇過疎が進んだとしても、人と人とのつながりが残っている 

〇自分たちも楽しんで地域行事を継続している 

〇となり近所でお互いに協力し合って、支え合う地域 

〇自助・互助・共助による災害に強い地域 

【町全体のアンケート】 

災害時に避難できると思う ５１％ 

災害時に避難できないと思う ４５％ 
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地域交流と地域の活性化 
緊急対応 

・移動をできるだけ歩いて声かけをする 
・農作業や地域の行事など助け合う 
・高齢者自身が担い手になり役割を持つ 
・小学校などを活用してイベントを実施 
・空き家の有効活用 
・防災を西庄・絵堂地域全体で考える機会
を持ち、自治会をこえる交流をする 

・次の世代に地域を残していく 

隣近所の取り組み【互助】 

ご近所付き合いが減って
きた 

・声かけや話す機会を持つ 
・忙しいときにはお互いに助け合う 
・困ったときに相談をする 

・買い物や通院の車に便乗させてあげる 
・農作物や特産品の新しい活用を考える 
・サロンや趣味サークルなどの参加を呼
び掛ける、参加する 

地域での生活がしづらく
なってきた 

ご近所付き合いが減って
きた 

・お茶会や井戸端会議を開く 
・用事を頼んだり頼まれる 
・地域の行事に家族ぐるみで参加する 

一人暮らしが増えてきた 

・人にあったときには声をかける 
・気になったらのぞいてみる 
・お互いに気をかけあう、助け合う 

地域の課題と実践する取り組み 

自分自身・家族の取り組み【自助】 

自治会など地域での取り組み【共助】 

課題 取り組む内容 

課題 取り組む内容 

課題 取り組む内容 
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加茂地区地域福祉活動計画 

福祉のまちづくりに関するアンケート調査結果               

【アンケート結果から読み取れる加茂地区の特徴】  回答数 ２４５ 

 

地域の住みやすさ 

●全体の８０％（１９５名）の方が大変住みやすい・住みやすいと感じている 

 ➡町全体のアンケートでは７２%が大変住みやすい・住みやすいと感じていた。加茂地区はそれ以上 

の方が住みやすさを感じている。 

●全体の５％（１２名）の方が住みにくいと感じている 

 ➡理由：・住居の立地条件（自然環境等）が悪い   ・交通の便が悪い 

  その他の意見：【人間関係に敏感すぎる】など人間関係に関する悩みもあった。 

 

住みやすさの理由 

●１位：自分の家、土地に愛着があるから（１４０名） 

 ２位：買い物や外食など生活の便がいいから（１２９名） 

➡町全体のアンケートでは「買い物や外食など生活の便がいいから」は４位だった。加茂地区の

方々は「買い物や外食」に関しては満足している人が多いことが分かった。 

 

ご近所付き合い 

●最も多かったのは「顔を合わせたときあいさつをする程度」 

 その他の意見： 

 ➡【神社の草取り・清掃のあとお茶会をして解散するのが楽しかった。今は疎遠で孤独、時々電話

やはがき交流をしてそれが楽しいだけ】と、昔と今のご近所付き合いの変化により、交流が減っ

て孤独を感じている人もいる。 

 

今後望む地域活動 

●最も多かったのは「地域の防災力を高めるための訓練」（９０名） 

 ➡町全体のアンケートでは「昔ながらのお祭りや季節の行事の伝承」が最も多かった。 

 

困っていること 

●日常生活で困っていることについて、最も多かったのは「特になし」。（全体の４６%） 

 続いて多かったのは「草刈りやお掃除などの軽作業」（１２%）と「お身体の健康問題（病気・通院 

等）」（１２%）。 

 ➡その他の意見：【高いところでの作業、重いものの取り扱い】のようなちょっとした困りごとも挙

げられていた。 

＊＊5年後に目指す地域の姿＊＊ 

〇無理のない自治会活動を継続していく 

〇男性も積極的に参加できる地域活動が多く増えている 

〇サロンや趣味サークルなどの気軽に集まれる場所が多くある 

〇地域が一体となった防災活動に取り組んでいる 
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自治会など地域での取り組み【共助】 

隣近所の取り組み【互助】 

自分自身・家族の取り組み【自助】 

健康・活動 
・ウォーキングなど自分の健康を保つ 
・ながら活動〔運動しながらゴミ拾い〕 
・外出する機会を持つ 

・年代のよく似た世代からでも付き合い
を深める 

・お互いにあいさつをしあう 
・常に連携を取り、見守り支え合う 

お付き合いや支え合いの
機会の変化・減少 

お付き合い 
・お隣さんとの会話や交流を増やす 
・家族、ご近所同士のあいさつをする 
・自治会での集まる場を作る、参加する 

地域行事、文化 

・冠婚葬祭の形は変わったが気にかけて声
をかけて手伝いあう 

・まつりに子どもぐるみで参加する 
・次の世代に町の文化を残していく 

地域連携、つながり 
・集まる機会を増やし地域で連携する 
・自治会の総会などに複数人で参加する 
・サロンなど気軽に集まれる場所づくり 

地域防災活動 

・継続して防災訓練を実施する 
・隣近所の助け合いの連絡網の整備 
・防災活動をキーワード性別、世代を超え
て集まる機会を定期的に確保する 

地域の課題と実践する取り組み 

課題 取り組む内容 

課題 取り組む内容 

課題 取り組む内容 
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足代地区地域福祉活動計画 

福祉のまちづくりに関するアンケート調査結果               

【アンケート結果から読み取れる足代地区の特徴】  回答数 １１５ 

 

地域の住みやすさ 

●全体の６８％（７８名）の方が大変住みやすい・住みやすいと感じている 

 ➡理由：①自分の家、土地に愛着があるから 

②自然環境がいいから 

●全体の６％（７名）の方が住みにくいと感じている 

 ➡理由：・交通の便が悪い 

     ・買い物や外食など生活の便が悪い 

     ・働く場所が少ない 

  その他の意見：【マップで危険地域になっている為 

         地震で山崩れが発生するかとハラハラする】という災害への不安の声もあった。 

 

ご近所付き合い 

●最も多かったのは「顔を合わせたときあいさつをする程度」 

 ➡その他の意見：【作ったものを交換（おかず）（マスク）（野菜）】との意見があり、ご近所と良好

な関係を保っている方もいる。 

 

地域活動 

●全体の約８６％の方は何らかの地域活動に参加されているが、その一方で１１％の方はなにも参加

していない。 

➡その他の意見：【若い時は自治会活動、ボランティア活動をしていたが歳を取ったから】高齢によ

り参加できなくなったという意見もあった。 

 

ボランティア活動 

●環境美化と高齢者に関する活動を望んでいる人が多かった。 

 ➡その他の意見：【外国人への支援】【地域の安全を守る活動】を望んでいる意見もあった。 

 

困っていること 

●日常生活で困っていることについて、最も多かったのは「特になし」。（全体の３８%） 

 続いて多かったのは「草刈りやお掃除などの軽作業」と「お身体の健康問題（病気・通院等）」。 

＊＊5年後に目指す地域の姿＊＊ 

〇今行っている自治会活動を残していく 

〇自主防災会、老人会、婦人会などの様々な機関が連携してリーダーを育成する 

〇文化や生活様式が変化してもこれまでの住民同士の関りを残していく 

〇世代を交えた交流の機会が多くある 

【町全体のアンケート】 

1 位：交通の便が悪い 

２位：買い物や外食など生活の便が～ 

３位：住居の立地条件が悪い 

足代地区で「住居の立地条件が悪い」を選択したのは 1 名

だったので、満足している方が多いことが分かった。 
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自治会など地域での取り組み【共助】 

隣近所の取り組み【互助】 

自分自身・家族の取り組み【自助】 

健康・社会参加 
・まずは自分自身が健康に気をつける 
・規則正しい生活をする 
・趣味やサロンなど積極的に参加する 

・自身の防災意識を高める 
・自主防災活動に参加する 
・となり近所を気にかけて助け合う 

防災 

自治会・社会参加活動 
・行事へは家族、隣近所誘い合って参加する 
・ボランティア活動へ参加する 
・老人クラブや婦人会等への加入を勧める 

つながり 

・向こう三軒両隣で気にかけていく 
・家族で一日一回は食事をし会話する 
・世代や団体をこえた交流からリーダーを
発掘する 

助け合い・支え合い 
・隣り近所とのあいさつを地域に広める 
・ボランティア活動の内容を周知し募る 
・助け合いが必要な人の情報を共有する 

社会参加、地域行事 

・季節の行事を続けていく 
・防災を考える会を核にした地域防災活動 
・祭りなどの伝統文化の継承とリーダーの
育成 

地域の課題と実践する取り組み 

課題 取り組む内容 

課題 取り組む内容 

課題 取り組む内容 
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昼間・増川地区地域福祉活動計画 

福祉のまちづくりに関するアンケート調査結果               

【アンケート結果から読み取れる昼間・増川地区の特徴】  回答数 １４６ 

 

地域の住みやすさ 

●全体の６６％（９６名）の方が大変住みやすい・住みやすいと感じている 

 ➡理由：①自分の家、土地に愛着があるから  

②自然環境がいいから 

●全体の４％（６名）の方が住みにくいと感じている 

 ➡理由：・交通の便が悪い 

     ・買い物や外食など生活の便が悪い 

 

ご近所付き合い 

●最も多かったのは「顔を合わせたときあいさつをする程度」 

 その他の意見として、【畑で採れた野菜・果物をいただく】【洗濯物を干しながら長話をしたり、回

覧板を持ってきてくれた時に長話をしたり】との意見があった。  

 ➡ご近所との挨拶だけでなく、交流を持っている方もいることが分かる。 

 

地域活動 

●全体の約８０％の方は何らかの地域活動に参加されている。 

 

ボランティア活動 

●環境美化と高齢者に関する活動を望んでいる人が多かった。 

 

困っていること 

●日常生活で困っていることについて、最も多かったのは「特になし」。（全体の４０%） 

 続いて多かったのは「草刈りやお掃除などの軽作業」と「お身体の健康問題（病気・通院等）」。 

＊＊5年後に目指す地域の姿＊＊ 

〇小地域での活動を継続している 

〇防災による地域づくりがすすんでいる 

〇サロンや運動会などを通じた顔の見える関係性から、お互いに気にかけあう地域

になる 

〇ＩＣＴなどの新しい仕組みを取り入れた地域交流活動に取り組んでいる 
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自分自身・家族の取り組み【自助】 

隣近所の取り組み【互助】 

地域の活性化 
・民泊や特産品を活かす 
・お祭りや運動会などの交流の機会を作る 
・協同作業による文化の伝承 

いきがいづくり 
・趣味活動の回数を増やす 
・毎日を前向きに過ごす 
・ボランティアを通じたいきがいづくり 

・歩いている人を見かけたら積極的に声を
かける 

・自分自身イベントや祭りなどに参加する 
・趣味や気の合う友人を作る 

声かけ・お付き合い 

地域の絆、助け合い 
・思いやりの心を持ち声をかける 
・となり近所で情報共有をはかる 
・家族、ご近所お互いに気にかけあう 

つながり、居場所づくり 

・世代や区分をこえた交流によりリーダー
を発掘する 

・サロンなどの集まれる場所にでかける 
・趣味の場を多く持つ 

地域づくり、リーダーの
育成 

・防災訓練を通した地域づくり 
・参加者自身が役割を負担し合い協同での
リーダーによる地域づくり 

・草刈りや街並み整備し文化を伝承する 

地域の課題と実践する取り組み 

自治会など地域での取り組み【共助】 

課題 取り組む内容 

課題 取り組む内容 

課題 取り組む内容 
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東山地区地域福祉活動計画 

福祉のまちづくりに関するアンケート調査結果               

【アンケート結果から読み取れる東山地区の特徴】  回答数 ２１ 

 

回答年齢 

●回答者２１名のうち最も多かった年齢は６０～７０代（１４名） 

 

地域の住みやすさ 

●全体の６２％（１６名）の方が大変住みやすい・住みやすいと感じている 

 ➡理由：自分の家、土地に愛着があるから・自然環境がいいから 

●全体の２６％（６名）の方が住みにくい・大変住みにくいと感じている 

 ➡理由：交通の便が悪い、買い物や外出など生活の便が悪い 

 

ご近所付き合い 

●「ご近所と全くお付き合いをしていない」という回答は０名だった。 

 ➡何らかの形でご近所との関りをもっている。 

 

地域活動 

●地域活動に参加できない理由として最も多いのは「健康上の不安があるため」 

 ➡高齢者が多い地域であるため、その分健康に不安を抱えている方が多いのではないか？ 

 

ボランティア活動 

●ボランティア活動について、「現在参加している」または「～なら参加したい」と答えたのは全体の

６６％（１４名）と意欲的だった。 

 

困っていること 

●日常生活で困っていることについて、最も多かったのは「草刈りやお掃除などの軽作業」。 

 ➡山間部といえば「食品や日用品などの普段の買い物」や「移動手段」が課題として挙げられそう

にとられがちだが異なる。移動スーパーの活用や、普段から平坦部ほど買い物に行く習慣がない

ため、あまり不便と感じていないのではないかと推測される？ 

＊＊5年後に目指す地域の姿＊＊ 

〇顔の見える関係、助け合える関係、気にかけあう関係が 5年前と変わらずに続い

ている 

〇空き家を活用した地域づくりがすすんでいる 

〇ひとりひとりを地域全体で支える地域になっている 

〇誰もが情報を気軽に得ることができる地域になっている 
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自治会など地域での取り組み【共助】 

隣近所の取り組み【互助】 

自分自身・家族の取り組み【自助】 

生きがいづくり 
・老人クラブ、婦人会等の活動に参加する 
・できるだけ外出を心掛ける 
・ボランティア活動に参加する 

・相手の気持ちを理解する 
・誘い合って声かけ運動をする 
・人の話をじっくり聞いてみる 

思いやりのこころ 

思いやり、絆づくり 
・お隣を気にかける 
・立ち止まって会話をする機会を増やす 
・積極的に話し相手になる 

生きがいづくり 

・サロンや公民館活動を活発にする 
・ものづくりを通じたいきがいづくり 
・趣味やスポーツを通じた自分自身の健康
づくり 

仲間づくり、絆づくり 
・高齢者同士で助け合う 
・各種団体の活動を強化する 
・まつりに地域全体でかかわり残していく 

地域づくり 

・周辺の環境を手入れして生活範囲を守る 
・学校や公民館を活用する 
・野菜や地域の資源を活用してほかの地域
から東山に人が来るイベントを実施する 

地域の課題と実践する取り組み 

課題 取り組む内容 

課題 取り組む内容 

課題 取り組む内容 
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 支えあい推進協議体 東みよし町支えあい推進協議体推進員 南  義 明 

 福祉活動団体 東みよし町共同募金委員会 川原  義朗 

 福祉活動団体 東みよし町防災士会 阿佐 喜八郎 

 地域団体 西庄良所会 平野  重秋 

 地域団体 絵堂っ子区楽部 川 原  隆 

 地域団体 法市農村舞台実行委員会 細 川  努 

 公募 公募委員 吉田  悦子 

 公募 公募委員 長谷川 逸子 

 行政 東みよし町福祉課 尾方  忠史 
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策定委員会等開催状況 

 

年月日 場 所 人数 内  容 説  明 

R2.8.10～ 町内全世帯 4260

世帯 

福祉のまちづくり

アンケートの実施 

社協だよりと合わせて福祉

のまちづくりアンケートを

実施 

4260世帯に配布し 736世帯

より回答をいただく 

R2.11.2 社会福祉協議会 18人 第 1 回東みよし町

地域福祉活動計画

策定委員会 

(1)委員長・副委員長の選出 

(2)地域福祉活動計画につい

て 

(3)その他 

R2.12.10 社会福祉協議会 15名 第 2 回東みよし町

地域福祉活動計画

策定委員会 

(1)東みよし町地域福祉計画

の進捗状況 

(2)住民アンケート結果 

(3)第３期計画で重点的に取

り組む地域課題と目標の設

定 

(4)その他 

R2.12.14 東山公民館 6名 東山地区座談会 東山地区地域福祉活動計画

の作成 

R2.12.15 健祥会たんぽぽ 6名 大藤・毛田・中庄地

区座談会 

大藤・中庄・毛田地区地域

福祉活動計画の作成 

R3.1.14 中央公民館 10名 昼間・増川地区座談

会 

昼間・増川地区地域福祉活

動計画の作成 

R3.1.18 西庄公民館 9名 西庄・絵堂地区座談

会 

西庄・絵堂地区地域福祉活

動計画の作成 

R3.1.22 東みよし町役場 12名 加茂地区座談会 加茂地区地域福祉活動計画

の作成 

R3.1.26 足代公民館 7名 足代地区座談会 足代地区地域福祉活動計画

の作成 

R3.1.28 三庄公民館 13名 西庄地区座談会 西庄地区地域福祉活動計画

の作成 

R3.3.16 社会福祉協議会  第 3 回東みよし町

地域福祉活動計画

策定委員会 

(1)計画案の承認 

(2)その他 


